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信州環境パートナーシップだより信州環境パートナーシップだより

『ゼロカーボンミーティング』
ゼロカーボンミーティングとは、気候変動に対し取組を始めている学生・事業者・大学・
NPO法人など様々な主体が対話を行い、“思い”や“動き”を共有し、ゼロカーボン社会の
実現に向け県民一丸となった行動を促進することを目的とした取組です。

令和３年２月８日に、第１回「ゼロカーボンミーティング
＠上田」が、オンラインで開催されました。
ミーティングには、阿部知事、土屋上田市長のほか、上田
地域で取り組んでいる方々、県内で取り組んでいる高校生が
参加し、日頃の活動についての発表と意見交換が行われま
した。
長野県では、今回のご意見も参考にしながら、長野県ゼロ
カーボン戦略の策定を進めていきます。
ミーティングの開催概要、アーカイブ（録画）動画はこちらのサイトをご覧ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/zerocarbon_meeting.html
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長野県自然保護レンジャー永年功労者表彰を行いました
　平成 13 年６月１日に委嘱を開始した長野県自然保護レンジャーは、本年度

で 20 年目を迎えました。そこで、レンジャー事業設立当初から長野県自然保

護レンジャーとして自然公園等の巡視及び自然保護活動にご尽力いただいてき

た 47 名の方々を、永年功労者として表彰しました。

「つくる責任 つかう責任」を意識して循環型社会を実現 ～信州らしい生活様式へ～
　長野県では、令和３年度から令和７年度までの「長野県廃棄物処理計画（第５期）」

を策定しました。計画では以下の３つの重点方針を掲げています。

　県民一丸となって４Ｒ等に取り組んでいきましょう。

【問合せ先】長野県 環境部 資源循環推進課
TEL：026-235-7187　FAX：026-235-7259　E-mail：junkan@pref.nagano.lg.jp

SDGs（持続可能な開発目標）は 2015 年の国連サミットで採択された 2030 年までの国際目
標で、17 のゴール（目標）と 169 のターゲット（ゴールよりも具体的な達成目標）で構成
されています。ゴール 12「つくる責任 つかう責任」は、持続可能な生産消費形態を確保する
ことを目指しています。

赤羽　陽介  金井　善男 下田　雅彦 中森　延行 元島　清人
池成　春雄  唐木　千穂 下平　眞樹 新津　栄市 盛　　壮司
石田　弘行  河原田　勲 髙橋　保夫 西村　武志 両角　義夫
井出　悦雄  北原　貴穂 竹重　　聡 西村　　豊 矢嶋　利治
伊藤　正剛  小池　喜昭 武田　弘美 秦　　孝之 山田　章夫
稲辺謙次郎  小林　政明 田中　幸雄 平林　節生 山田　勝幸
井上　　健  齊川　祐子 中井　正明 堀内　美貞 吉田　雅寿
遠藤　鷹一  齋藤　一彦 中上　正晴 堀川　正登
太田　文夫  鹿村　光男 長澤　　勲 牧　　昭夫
笠井　　篤  島　　正孝 中村　桃子 松田　捷男

表彰者一覧（五十音順、敬称略）

レンジャーによる活動の様子

長野県廃棄物処理計画（第５期）を策定しました

４Rながのけんリサイクル
キャラクター
クルるん

３Ｒ（ごみを減らす、繰り返し使う、再生して利用する）に、使い捨てプラスチック製品等か
ら植物性由来など環境に優しい素材・製品への転換という意味の「リプレイス」を加えた４Ｒ
に取り組みます。

４Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル、リプレイス）の推進

災害により発生する災害廃棄物、感染症の影響による生活様式の変化に伴うごみの増加、高齢
者等でごみ出しが困難な方への支援など、様々な課題に対し、関係者と連携して取り組みます。

パートナーシップで課題を解決

『３つの重点方針』

廃棄物分野におけるＣＯ ₂ 排出抑制のため、化石燃料由来のプラスチック焼却量の低減、熱エ
ネルギーの有効利用など 2050 ゼロカーボンに向けた取組を進めます。

脱炭素社会実現へのチャレンジ
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令和２年10月のグリーンボンド発行に関連して２つの賞を受賞しました

キッズ ISO14000プログラム国際認定証及び特別賞が授与されました

県内のこどもエコクラブが作成した壁新聞が「全国エコ活コンクール」で
文部科学大臣賞を受賞しました

　長野県は、令和２年 10 月、自治体としては東京都に次いで

２番目となるグリーンボンド（※）を発行しました。

　こうした取組が評価され、環境省主催の第２回「ESG ファイ

ナンス・アワード・ジャパン」において、資金調達者部門で銀賞（環

境大臣賞）（本アワードでの受賞は自治体で初）を、（一社）環

境金融研究機構主催の「第６回サステナブルファイナンス大賞」

において、グリーンボンド賞を受賞しました。

　信州豊かな環境づくり県民会議では、環境教育の一環として、企業・学校・ＮＰＯと連携し、小・

中学生が省エネに取り組む「キッズ ISO 14000 プログラム」の普及を平成 20 年度から進めています。

　令和２年度の取組で優秀な成績を収めた佐久市立佐久平浅間小学校 15 名の児童と軽井沢町立軽井沢

中部小学校 57 名の児童に対し、国際芸術技術協力機構（ArTech）国際委員会から認定証が授与され、

特に顕著な成績を収めた皆さんには、特別賞が授与されました。

キッズ ISO14000 プログラムの詳細は下記のホームページをご覧ください。
特定非営利法人 国際芸術技術協力機構 HP　http://www.artech.or.jp/kids/

( 五十音順、敬称略 )

キッズ ISO14000 プログラムは協賛企業の皆様により支えられています。

◆特別賞（長野県知事賞）受賞者◆

　（公財）日本環境協会では、子どもたちの１年間の環境活動の成果をまとめた壁新聞・絵日記を募集

する「全国エコ活コンクール」を実施しております。

　このたび、令和２年度のコンクール結果が発表され、「いきものみっけファーム in 松本推進協議会」

が作成した「オオタカの生態新聞」が文部科学大臣賞を受賞しました。

　コンクール結果の詳細はこちらのサイトをご覧ください。

　URL：http://www.j-ecoclub.jp

※グリーンボンド：環境改善効果のある事業に必要な資金を調達するために発行する債券

佐久市立佐久平浅間小学校　　６年　坂爪　楓花（さかつめ　ふうか）さん
軽井沢町立軽井沢中部小学校　　６年　金子　結衣（か ね こ　ゆ　い）さん
　　　　　　〃　　　　　　　 　〃 　 土屋　美翔（つ ち や　み　か）さん
　　　　　　〃　　　　　　　 　〃 　 名久井梨亜（な く い　り　あ）さん
　　　　　　〃　　　　　　　 　〃 　 星野　結菜（ほ し の　ゆ　な）さん

KOA 株式会社　キッセイ薬品工業株式会社　株式会社Ｇ・フレンドリー　株式会社ジェルモ
株式会社信州ウェイスト　医療法人仁雄会穂高病院　第一商工株式会社　宝資源開発株式会社
多摩川精機株式会社　TPR 株式会社長野工場　直富商事株式会社　株式会社中嶋製作所
一般社団法人長野県自動車販売店協会　鍋林株式会社　株式会社南信サービス
株式会社八十二銀行　マルヤス機械株式会社　株式会社Ｕホールディングス

全国エコ活コンクール受賞 検索
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古紙配合率70％再生紙を使用しています。

信州ゼロカーボンWEB講座を開設しました信州ゼロカーボンWEB講座を開設しました

令和３年度信州環境カレッジ登録講座を募集します令和３年度信州環境カレッジ登録講座を募集します

県民一丸となってゼロカーボン社会を実現するため、気候変動を正しく学んで、取組を始めている人のことを知
り、自分に何ができるかを考える学びの場「信州ゼロカーボンWEB講座」が１月29日にオープンしました。
クイズをまじえて基礎知識を学べる「eラーニング」のほか、世代ごと様々なテーマに沿った動画を展開していま
すので、「信州環境カレッジ」のウェブサイトへアクセスしてみてください。

長野県では、環境に関する県民の学びを拡大し、豊かな自然環境の保全や持続可能な社会を支える人づくりを進め
るため、県内の環境に関する講座情報を一元化して発信する「信州環境カレッジ」事業を推進しています。
このたび、信州環境カレッジの令和３年度の登録講座募集を始めました。
カレッジに講座を登録すると、WEBサイトで講座開催の告知や開催結果を紹介するほか、講座を主催する個人や
NPO法人等を対象に経費の一部を支援します。
信州環境カレッジについて詳しくお知りになりたい場合は、WEBサイトにアクセスしていただくほか、運営事務
局までお問合せください。

令和２年版長野県環境白書が発行されました令和２年版長野県環境白書が発行されました
長野県では、長野県環境基本条例に基づき、県内の環境の状況や環境保全に関して講じた施

策を公表すること、また、県民の皆さんの環境に対する関心を高め、環境保全活動に取り組む
契機とすることを目的に、昭和48年以来「長野県環境白書」を発行しています。
この度、第48刊目となる「令和２年版長野県環境白書」が発行されました。長野県公式ホー

ムページからご覧いただくことができます。
（長野県公式ホームページ）
　https://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/kurashi/kankyo/hozen/kankyohakusho/index.html

【問合せ先】長野県 環境部 環境政策課
TEL：026-235-7169　FAX：026-235-7491　E-mail：kankyo@pref.nagano.lg.jp

【問合せ先】信州環境カレッジ運営事務局（一般社団法人長野県環境保全協会）
電話：026-237-6620　FAX：026-238-9780　電子メール：shinshu-ecollege@nace-portal.jp

【問合せ先】長野県 環境部 環境政策課
TEL：026-235-7169　FAX：026-235-7491　E-mail：kankyo@pref.nagano.lg.jp

エコロジー掲示板
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